
                         

 

 

 

 

 

夏休み明けの生活と学習 

校長 松 井 正 明  

秋晴の候、保護者・地域の皆様におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、今年度から実施されております 2 期制の前期が終了しました。コロナ渦の中でしたが、

体育大会、学校祭、修学旅行等の行事を工夫しながら行うことができました。残念ながら保護

者・地域の皆様にご参観いただくことができませんでしたが、生徒の心には良い思い出が残った

行事になったと思います。 

さて、11 日より後期が始まっておりますが、生徒は前期の反省を生かして、学習や生活の課題

を克服するための目標を定めております。生徒の皆さんは、後期始業式を節目として、自らを高

めるチャンスと捉え、努力し成長する学校生活となるよう、よりいっそう支援してまいります。 

 
 
 

本校のよさを生かし、さらに充実・発展させるために 

生徒質問紙から見る全国・学力学習状況調査 

本校は、学力向上の取り組みを通して授業改善に取り組み、教科に関する調査で安定した成果を示
しています。生徒質問紙から本校の教育環境や学習指導の状況等について分析しましたので、今後の
取り組みとあわせてお知らせします。 
① 生徒が安心して学習できる環境づくりに努めます 
「自分にはよいところがある」「将来の夢や希望を持っている」「学校に行くのが楽しい」「学級

生活をよりよくするために話し合い、互いのよさを生かして解決方法を決めている」などについて、
肯定的な生徒が増えています。これは生徒が前向きで真摯な姿勢であることはもちろんですが、生徒
のよさや可能性を積極的に評価して、自己有用感をもたせようと工夫を凝らしている本校のきめ細や
かで温かな学習環境づくりが生み出しています。 
② 生徒の思考を促し深める探究型の授業づくりに努めます 
本校では、他者との関わりを授業内で設定し、対話を通して主体的に問題を解決する探究型の授業

を行っています。生徒質問紙では「友達と協力するのは楽しい」「課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいる」「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合
ったりする活動に取り組んでいる」などについて肯定的な生徒が増えています。今後も「主体的・対
話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進め、生徒一人ひとりの学びの質を高めていきます。 
③ 豊かな教育力を生む学校・家庭・地域の強い連携づくりに努めます 
学校・家庭・地域等のオール一已でつくってきた教育環境が本校の強みです。生徒の授業に向かう

姿勢や家庭生活の充実なども関わりがあり、望ましい生活習慣が確立されていることがわかりまし
た。今後も学校・家庭・地域の豊かな連携を生み出していきます。 

http://ed.city.fukagawa.hokkaido.jp/ichiyan-jh/index.html 
発行者：深川市立一已中学校  



 
 

よく遊びよく学んだ修学旅行 

  

学校では、修学旅行は生徒にとってかけがえのない貴重な思い出となる教育効果の高い活動である 
と考えています。適切な感染防止策を講じながら道南方面 2 泊 3 日で実施しました。実施にあたり、 
保護者の皆さまのご理解ご協力に感謝いたします。ありがとうございました。 
 
 

一已中学校 TOPICS 

次世代へバトン（伝統）をつなぐ 

  

生徒会役員も代替わりの時期と 
なりました。一已中学校をもっと 
魅力的な学校にしたいと思ってい 
る新生徒会執行部が 14 日に発足 
しました。旧執行部が着々と積み 
上げてくれた伝統をさらにアップ 
デートしてほしいと思います。 

 

学校ホームページ更新 

  

  このたび、いじめ防止基 
本方針を改定しましたので 
ホームページ更新しました。 
学校だよりも定期的に更新 
してまいります。ぜひ、ご 
覧ください。 


